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令和 4 年 10 月 17 日 今帰仁小学校 

文責：校長 屋良 篤 

Number 30 

神無月（かんなづき） 

2022 October  Seventeenth(17th) Monday（月）    

【童話お話大会学校代表決まる】 

低学年の部 2 年生 栁堀 由樹さん 

おめでとうございます。由樹さんは、明後日

（19 日）村 P 童話お話大会に出場します。緊

張もあると思いますが、練習した成果を発揮

して頑張ってくださいね。 

修学旅行 1 日目 

 10 月 13 日～14 日（木金）に 6 年生の修学
旅行がありました。今年は、3年ぶりに那覇・
南部への旅行でした。 
 1 日目は、南城市の糸数壕、糸満市摩文仁の
平和記念公園内をめぐり、豊見城のホテルへ
と向かうコースでした。糸数壕では、真っ暗
な壕の中でガイドさんの話す当時の様子を聞
き入っていました。生きるか死ぬかの狭間で
兵士やひめゆり学徒隊、住民のそれこそ生き
た心地など全くしない辛く悲惨な状況を聞い
て、子ども達も二度と戦争を起こしてはなら
ないという決意を新たにしたことと思いま
す。また、平和祈念堂では戦争について映写
（戦場の童：いくさばのわらび）を見た後、平
和集会を行い、今ある平和の大切さと、これ
からも人類の平和を願うメッセージを読み上
げ恒久平和を願いました。そして、平和祈念
資料館では日本の 15 年戦争時代（満州事変か
ら太平洋戦争終結まで）について詳しい講話
があり、戦争が起きた原因やその被害、時代
背景「戦争は人間が人間でなくなる」ことの
恐ろしさなどを知らされました。その後、展
示室を見学し戦争の遺品や写真、証言等を子
ども達は真剣に見入っていました。一日目の
コースは、「戦争の足跡や悲惨さを学び、平和
を願う気持ちを深める。」という学習のねらい
がありましたが、激戦地をめぐることで教科
書では感じ得られないことを感じ取ることが
できたような気がします。最後に、平和の礎
では今帰仁村の戦没者刻銘碑を見ながら、自
分の先祖や親戚関係の名前を指でなぞる姿も
見られました。今帰仁村では 2,190 人の名前
が刻まれているそうです。 
さて、1日目の最後、ホテルでの様子はと言

いますと「満面の笑み」と言ったところでし
ょうか。夕食のバイキングでは好きな物をチ
ョイスしお腹いっぱい食べていましたね。特
にグラタンはあっと言う間に無くなり 2 杯目
のお皿がすぐに出てきました。フルーツやジ
ュースも何度もお代わりをしていましたよ。 
 また、レクレーションでは、子どもの意外
な一面を見ることができました。男女ともに
ダンスがとても上手でノリノリでキレッキレ
のダンスがすごかったです。こんなに上手だ
とは思いませんでした。一人一人の表情がと
てもかっこよかったです。また、笑える芸人
パフォーマンスもたくさん見せてくれました
ね。とてもたのしかったです。 
 6 年生の芸能力に拍手ですね。 




